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第76回18歳意識調査「冬季オリンピック・パラリンピック」
調査概要

全国の17歳〜19歳男⼥

1,000
※性年齢別の⼈⼝⽐率に合わせ、下記の通り割り付けを実施。

2026年2月6⽇（⾦）〜 2月8⽇（⽇）

インターネット調査

注記1︓回答者がインターネット利⽤者に限られるなど、回答者に何らかの偏りが⽣じる可能性があり、
必ずしも⽇本全体の17〜19歳男⼥に妥当するものではない。

注記2︓本編の図表の数値は、⼩数点以下第2位を四捨五入しているため、合計しても必ずしも100％と
はならない。

計19歳18歳17歳
513175169169男
487166 161160⼥

1,000341330329計

調査対象

回答数

実施期間

調査手法
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提示文章

今年は4年に⼀度の冬季オリンピック・パラリンピックの年です。イタリア北部の
都市ミラノとコルティナで、2月6日から22日までオリンピックが、3月6日から3
月15日までパラリンピックがそれぞれ開催されます。
冬季オリンピック・パラリンピックにちなんで、スポーツに関する国⺠の意識を把
握するため本調査を実施しています。
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ミラノ・コルティナ大会の認知
全体の50%弱が「開催都市名も今年開催されることも知っていた」と回答した。
他⽅で、「開催都市名も今年開催されることも知らなかった」と回答した⼈が全体の30%弱
存在した。男性では29.0%、⼥性では22.0%と、男⼥差は7.0ptであった。

5

質問１︓あなたは、ミラノ・コルティナで冬季オリンピック・パラリンピックが開催されることを知っていましたか。
（単⼀回答）

全体
 (n=1,000)

男性
 (n=513)

⼥性
 (n=487)

48.0

48.0

48.0

20.0

18.9

21.1

6.4

4.1

8.8

25.6

29.0

22.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

開催都市名も今年開催されることも知っていた
開催都市名は知らなかったが、今年開催されることは知っていた
開催都市名は知っていたが、今年開催されることは知らなかった
開催都市名も今年開催されることも知らなかった



冬季オリンピック・パラリンピックを観戦する媒体
全体の20％強が「そもそも⾒ない・関⼼がない」と回答。男性は25.3%、⼥性は17.5%と
男⼥差は7.8ptであった。
冬季オリンピック・パラリンピックを観戦する主な媒体は、全体の60%強が「テレビ放映」と回答
した。男⼥別では、男性が57.5%であったのに対し、⼥性では69.4%に上り、男⼥差は
12.1ptであった。

6

質問２︓冬季オリンピック・パラリンピックを観戦する場合、どの媒体で主に観たいと思いますか。（単⼀回
答）

全体
 (n=1,000)

男性
 (n=513)

⼥性
 (n=487)

63.3

57.5

69.4

6.5

8.2

4.7

5.4

5.3

5.5

0.9

1.4

0.4

2.4

2.3

2.5

0.0

0.0

0.0

21.5

25.3

17.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

テレビ放映
ネット配信／動画配信（YouTube 、TVerなど）
SNS
ラジオ
報道記事・ネットニュース
その他
そもそも⾒ない・関⼼がない



冬季オリンピックで注目している競技
冬季オリンピックで注目している競技は、全体では「フィギュアスケート」「スノーボード」「スキー
ジャンプ」の順で多かった。1位の「フィギュアスケート」は、⼥性では約50％と突出して多いのに
対して、男性は30%弱に留まり、男⼥差が大きかった。
なお、注目している競技は「特にない」と回答した⼈が、全体の30%強存在した。
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質問３︓冬季オリンピックで注目している競技はありますか。3つまで選んでください。（3つまで複数回答）

フリースタイルスキー

アルペンスキー 特にない

クロスカントリースキー

ボブスレー

カーリング スケルトン

スピードスケート スキーマウンテニアリング

アイスホッケー リュージュ

フィギュアスケート ショートトラック

スノーボード ノルディック複合

スキージャンプ バイアスロン

37.8

29.7

25.3

17.7

14.6

6.5

3.3

3.0

2.5

2.2

25.9

27.3

26.5

17.9

12.9

6.6

4.7

4.3

3.7

2.9

50.3

32.2

24.0

17.5

16.4

6.4

1.8

1.6

1.2

1.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)

全体 (n=1,000) 男性 (n=513) ⼥性 (n=487)

1.3

1.2

0.9

0.8

0.8

0.7

33.9

1.2

1.9

1.2

1.2

1.0

1.2

39.2

1.4

0.4

0.6

0.4

0.6

0.2

28.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)

全体 (n=1,000) 男性 (n=513) ⼥性 (n=487)

※ 「特にない」を除き、全体の降順で掲載



冬季パラリンピックで注目している競技
冬季パラリンピックで注目している競技は、男⼥とも「スノーボード」が最も多く、「アイスホッ
ケー」が続く。
なお、全体の60%弱は「特にない」と回答した。
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質問４︓冬季パラリンピックで注目している競技はありますか。2つまで選んでください。（2つまで複数回答）

スノーボード

アイスホッケー

⾞いすカーリング

アルペンスキー

クロスカントリースキー

バイアスロン

特にない

25.7

16.3

7.3

6.6

4.2

2.2

58.4

20.9

17.3

7.4

8.2

5.3

2.5

60.2

30.8

15.2

7.2

4.9

3.1

1.8

56.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)

全体 (n=1,000) 男性 (n=513) ⼥性 (n=487)

※ 「特にない」を除き、全体の降順で掲載



近年の日本のスポーツ界の成績についての印象
近年の国際大会における日本のスポーツ界の成績について、全体の60%弱が「向上してい
ると思う」（※）と回答した。
※「大きく向上していると思う」、「やや向上していると思う」の合計。

9

質問５︓近年の国際大会（オリンピック・パラリンピック・世界選手権等）における日本のスポーツ界の
成績について、あなたの印象に最も近いものはどれですか。（単⼀回答）

全体
 (n=1,000)

男性
 (n=513)

⼥性
 (n=487)

21.0

21.8

20.1

37.9

36.3

39.6

10.9

10.7

11.1

1.5

1.9

1.0

0.5

1.0

0.0

28.2

28.3

28.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

大きく向上していると思う やや向上していると思う
変わっていないと思う やや低下していると思う
低下していると思う よくわからない



近年の日本のスポーツ界の成績が向上していると感じる理由
近年の日本のスポーツ界の成績が向上していると感じる理由は、男性では「選手⼀⼈ひとり
の競技⼒が⾼まってきた」が最も多く、50%強が選択。⼥性では「メディア露出や報道の影
響で、活躍が目⽴つようになった」が最も多く、50%弱が選択した。

10

質問６︓日本のスポーツ界全体の成績が向上している、または向上しているように感じる理由は何です
か。当てはまるものを全てお選びください。（複数回答、質問5で「大きく向上していると思う」、「やや向上していると思う」と回答
した⼈のみ）

※1 「その他」「わからない」を除き、全体の降順で掲載
※2 「特にない」と回答した⼈は、全体2.4%、男性1.3%、⼥性3.4%。

わからない

ナショナルトレーニングセンターなど競技環境・施設
基盤が充実した

偶然や⼀時的な要因があった

その他

競技⼈口の拡大など、スポーツ参加の裾野が広
がった
指導体制や育成・強化の仕組みが整備・強化さ
れた
日本が得意な競技の増加など国際的な競争環
境の変化があった

選手⼀⼈ひとりの競技⼒が⾼まってきた

メディア露出や報道の影響で、活躍が目⽴つよう
になった

科学的トレーニングや用具・技術の進歩が進んだ

45.8

41.8

29.4

20.4

19.7

16.6

14.9

4.1

0.5

9.7

52.7

38.3

36.2

21.5

22.1

19.8

15.8

5.7

0.7

6.7

38.8

45.4

22.3

19.2

17.2

13.4

14.1

2.4

0.3

12.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)

全体 (n=589) 男性 (n=298) ⼥性 (n=291)

「その他」の自由記述
• 海外進出
• 海外での練習やリーグに⾏くようになった
• メダルの数が増えている



オリンピック・パラリンピックは世界各国との友好関係の構築につながるか

全体の70％強が、オリンピック・パラリンピックは世界各国との友好関係の構築につながると思
うと回答した。（※）
※「とてもそう思う」、「どちらかといえばそう思う」の合計。
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質問７︓あなたは、オリンピック・パラリンピックは世界各国との友好関係の構築につながると感じますか。
（単⼀回答）

全体
 (n=1,000)

男性
 (n=513)

⼥性
 (n=487)

29.6

28.3

31.0

43.8

41.3

46.4

6.1

8.0

4.1

2.2

3.3

1.0

18.3

19.1

17.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

とてもそう思う どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない 全くそう思わない
わからない



オリンピック・パラリンピックは国⺠の団結感や⼀体感の醸成につながるか

全体の80％弱が、オリンピック・パラリンピックは国⺠の団結感や⼀体感の醸成につながると思
うと回答した。（※）
※「とてもそう思う」、「どちらかといえばそう思う」の合計。
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質問８︓あなたは、オリンピック・パラリンピックは国⺠の団結感や⼀体感の醸成につながると感じますか。
（単⼀回答）

全体
 (n=1,000)

男性
 (n=513)

⼥性
 (n=487)

33.1

30.8

35.5

44.1

42.9

45.4

6.2

7.8

4.5

1.8

2.3

1.2

14.8

16.2

13.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

とてもそう思う どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない 全くそう思わない
わからない



オリンピック・パラリンピック全体について問題だと思うこと
オリンピック・パラリンピック全体について問題だと思うことは、全体では「開催費用が大きく、多
額の税⾦が投⼊されること」が最も多く、「運営をめぐり、贈収賄や⼊札談合などの不正が⽣
じたこと」が続き、いずれも全体の30%強が選択した。
なお、全体の約30%が問題だと思うことは「特にない」と回答した。
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質問９︓オリンピック・パラリンピック全体について、問題だと思うことはありますか。あてはまるものを全て選
んでください。（複数回答）

※ 「その他」「特にない」を除き、全体の降順で掲載

その他

特にない

開催費用が大きく、多額の税⾦が投⼊されること

運営をめぐり、贈収賄や⼊札談合などの不正が⽣じたこと

大会終了後に、競技施設の維持に費用がかかり続けること

⼈気の⾼い競技の開催時間がテレビ放送に適した時間に設
定されたり、逆に⼈気の低い競技があまり放送されないこと

競技施設等の建設により、自然環境に負荷がかかること

開催地に⽴候補する都市が少ないこと

31.3

31.0

25.8

24.8

18.6

9.4

1.9

30.7

31.0

32.4

27.5

23.4

17.0

10.1

1.9

29.8

31.6

29.6

24.0

26.3

20.3

8.6

1.8

31.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0
(%)

全体 (n=1,000) 男性 (n=513) ⼥性 (n=487)

「その他」の自由記述
• 差別、誤審、贔屓や差別、観光公害
• オリンピックに政治的問題が関わってくること
• 開催国に有利になる場合が多いこと
• 冬季が夏季に比べて圧倒的に注目されて

いないこと
• 国によって不審があること
• 普段の番組スケジュールを変更し、オリン

ピックを優先すること
• 海外からの観戦客の増加によるゴミ問題な

どのマナートラブルの発⽣
• 選手の扱い
• 開催都市における治安の⼀時的な悪化
• 移動が増え、CO2排出量が増える事
• 運営による対応が不⼗分なことがあったり、

審判による誤審が多かったりすること。
• オリンピック優先によって、毎週やっている番

組が消える
• オーバーツーリズム
• 審判のジャッジが納得いかない
• 地域住⺠の⽣活に影響
• 政治的理由が絡むことがある


